
　今回のくろゆり通信では、1月24日に大鹿村村長職を退任されました中川豊様に砂防についてと題しまして
掲載をお願しました。また　皆様にご協力頂いた山下夏君の募金について、そして新たに大鹿村内で始まった
1件の工事をご紹介します。

　工事完成まであとわず
かではございますが、地
域住民の皆様がたのご
理解、　ご協力をお願い
します。
　また、お気づきの点等
ございましたら、お気軽
にお声をお掛けくださ
い。

 2月中旬より天候が不順でしたが、工事完成に向けて着々と安全に作業を
行っております。 有 限 会 社 宮 澤 組
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私たちが現場を担当致します。
　このたび、女高山腹工工事を担当させて
頂く神稲建設株式会社です。
　日頃より工事のご協力を頂きまして誠に
ありがとうございます。
　安全を第一に無事故で工事が完成する
様、精一杯努力致しますのでよろしくお願
いいたします。

法面を直す工事です。

前大鹿村村長
中川　豊　さん
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大
河
原
流
路
工
事
に
よ
り
、
上
下
市
場
、
文
満
に
至
る
小
渋
川
の
流
れ
は
、
降
雨
に

よ
る
増
水
時
で
も
安
定
し
た
流
れ
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
村
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
、
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。 

小
渋
川
も
江
戸
時
代
、
島
川
と
大
河
原
川
と
二
つ
に
呼
ば
れ
た
こ
と
が
古
文
書
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
何
度
も
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
こ
の
た
め
村
人
も
川
除
け
（
防
水
）
工
事
で
苦

労
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
三
十
六
年
の
大
災
害
以
前
は
降
雨
に
よ
り
増
水
で
氾
濫
し
ま
す
と
消
防
団
の

出
動
と
な
り
聖
牛
を
組
立
、
前
に
む
し
ろ
を
張
っ
た
り
、
木
流
し
は
竹
を
取
り
付
け
防

水
を
し
た
も
の
で
し
た
が 

流
路
工
事
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
こ
の
工
事
施
工
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

歴
史
的
に
見
ま
す
と
、
こ
の
聖
牛
と
い
う
の
は
武
田
信
玄
が
釜
無
川
や
笛
吹
川
で
こ

の
工
法
を
用
い
て
甲
斐
の
農
民
を
守
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
こ
と
で
す
。 

天
文
二
十
三
年
伊
那
谷
は
信
玄
の
統
治
す
る
こ
と
と
な
り 

聖
牛
工
法
が
伊
那
谷

で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
れ
、
大
河
原
川
鹿
塩
川
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。 

文
化
十
年
（
一
八
一
三
年
）
島
川
原
水
田
開
発
の
折
に
も 

現
在
の
旅
館
赤
嶺
館
前

の
桜
の
大
木
の
所
か
ら
平
ナ
ギ
（
大
西
の
崩
れ
）
方
面
に
一
〇
〇
組
の
聖
牛
を
設
置
し

て
川
除
け
工
事
を
し
、
水
田
開
発
を
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
あ
れ
だ
け
の
立
派
な
流
路
工
事
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
一
層
の
河
川

の
美
化
活
動
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
、
地
域
住
民
の
責
務
と
思
い
ま
す
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現在の流路護岸
聖牛

監理技術者
池場　廣明

 達成いたしました。
ご協力ありがとうございました。
ホームページ　http://www7.plala.or.jp/natsukun/index.html


